
41 アジ研ワールド・トレンド No.214 （2013. 7）

●
は
じ
め
に

　

民
主
主
義
の
安
定
に
と
っ
て
公
平
公

正
な
選
挙
の
確
保
が
最
も
重
要
な
前
提

条
件
と
な
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な

い
。
選
挙
が
操
作
さ
れ
た
、
あ
る
い
は

広
範
に
不
正
が
存
在
し
た
、
と
い
う
こ

と
が
あ
れ
ば
、
国
民
は
そ
の
選
挙
結
果

を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
選

挙
で
「
負
け
た
」
と
「
認
定
」
さ
れ
た

政
治
勢
力
を
中
心
と
し
て
抵
抗
運
動
が

巻
き
起
こ
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も

そ
う
し
た
民
主
主
義
制
度
に
対
す
る
信

頼
が
低
下
し
、
政
治
が
機
能
し
な
く
な

る
。
民
主
化
し
た
ば
か
り
の
国
々
に

と
っ
て
は
、
公
平
公
正
な
選
挙
の
確
保

は
、
そ
の
民
主
主
義
の
生
き
残
り
を
決

定
す
る
重
要
な
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

公
平
公
正
な
選
挙
を
実
施
す
る
た
め

に
は
、
政
治
家
な
ど
の
介
入
に
屈
し
な

い
自
律
性
を
持
ち
、
ま
た
、
選
挙
不
正

を
取
締
り
適
正
な
選
挙
を
実
施
す
る
能

力
を
持
つ
選
挙
管
理
シ
ス
テ
ム
が
必
要

で
あ
る
。
日
本
で
は
選
挙
管
理
に
関
す

る
信
頼
は
か
な
り
高
く
、
選
挙
の
実
施

業
務
は
す
で
に
「
空
気
」
の
よ
う
な
存

在
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
し
く
民
主
化

し
た
国
々
に
と
っ
て
そ
れ
は
必
ず
し
も

当
た
り
前
の
状
況
で
は
な
い
。
一
九
八

〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
民
主

化
を
経
験
し
た
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
に

お
い
て
も
事
情
は
同
様
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
特
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
東
南
ア
ジ
ア
で
民

主
化
が
先
行
し
て
い
る
国
々
の
選
挙
管

理
委
員
会
の
事
例
を
通
じ
て
、
民
主
化

し
た
国
々
が
直
面
す
る
選
挙
管
理
シ
ス

テ
ム
の
問
題
を
示
し
た
い
。

●�

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
主
化

と
選
挙
管
理
シ
ス
テ
ム

　

一
九
八
六
年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
民
主

化
を
皮
切
り
に
、
ア
ジ
ア
に
民
主
化
の

「
第
三
の
波
」
が
訪
れ
た
。
政
治
学
者

の
間
で
各
国
の
民
主
主
義
の
程
度
を
表

す
指
標
と
し
て
よ
く
参
照
さ
れ
る
ポ
リ

テ
ィ
Ⅳ
の
ス
コ
ア
を
使
い
、
ア
ジ
ア
諸

国
の
民
主
主
義
の
程
度
を
示
し
た
の
が

表
１
で
あ
る
。
こ
の
ス
コ
ア
は
、
最
も

民
主
主
義
的
な
政
治
体
制
が
一
〇
、
最

も
抑
圧
的
な
政
治
体
制
が
マ
イ
ナ
ス
一

〇
と
さ
れ
て
い
て
、
二
〇
一
一
年
の
時

点
で
見
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
こ
の
ス
コ
ア
が
八
、
タ
イ
は

七
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
三
カ
国
が
東

南
ア
ジ
ア
の
中
で
は
最
も
民
主
化
の
進

ん
だ
国
々
と
な
っ
て
い
る
。

　

ポ
リ
テ
ィ
Ⅳ
の
ス
コ
ア
と
は
別
に
、

政
治
的
権
利
、
市
民
的
自
由
度
の
計
測

を
行
っ
て
い
る
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
と

い
う
団
体
が
あ
る
。
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ

ス
も
い
く
つ
か
の
指
標
を
作
成
し
て
い

る
が
、
そ
の
な
か
で
、
選
挙
に
関
す
る

自
由
度
・
公
正
さ
を
表
す
選
挙
プ
ロ
セ

ス
・
ス
コ
ア
と
い
う
の
が
あ
る
⑴

。
こ

れ
も
表
１
に
示
し
た
が
、
こ
う
し
た
ス

コ
ア
も
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

が
比
較
的
高
い
レ
ベ
ル
を
示
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
選
挙
プ
ロ
セ
ス
の
自
由

度
・
公
正
さ
の
高
さ
か
ら
、
フ
リ
ー
ダ

ム
ハ
ウ
ス
は
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
こ
の

三
カ
国
の
み
が
「
選
挙
民
主
主
義
」（
自

由
で
公
平
な
選
挙
に
基
づ
い
た
民
主
主

義
）
が
実
現
さ
れ
た
国
で
あ
る
と
認
定

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
近
隣
諸
国
と
比
べ
て
比
較

的
自
由
で
公
正
な
選
挙
が
実
施
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
、
民
主
化
後
の
選
挙
管

理
の
道
の
り
は
そ
れ
ほ
ど
平
坦
で
は
な

か
っ
た
。
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
の
選
挙

プ
ロ
セ
ス
・
ス
コ
ア
を
二
〇
〇
六
年
か

表 1　アジア各国の民主主義の度合い

国
ポリティⅣ
（2011）

Freedom in the World（2013 年版）＊

選挙プロセス 選挙民主主義
日本 10 12 選挙民主主義
韓国 8 11 選挙民主主義
フィリピン 8 9 選挙民主主義
タイ 7 8 選挙民主主義
インドネシア 8 11 選挙民主主義
マレーシア 6 6 ―
シンガポール － 2 4 ―
カンボジア 2 3 ―
ラオス － 7 0 ―
ベトナム － 7 0 ―
ミャンマー － 3 3 ―
インド 9 11 選挙民主主義
パキスタン 6 6 ―

（出所） Polity IV および Freedom in the World のウェッブサイトに基づいて
筆者作成。

（注） ＊2013 年版の Freedom in the World は 2012 年における状態を示した
もの。

選
挙
管
理
シ
ス
テ
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ら
時
系
列
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
三
国
に
つ
い
て
み
た
の

が
図
１
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
五
年
の
時
点
は
い
ず
れ
の
国

で
も
民
主
化
が
す
で
に
果
た
さ
れ
た
状

態
で
あ
っ
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
タ
イ

は
選
挙
プ
ロ
セ
ス
・
ス
コ
ア
を
落
と
し

た
時
期
が
あ
る
。
ま
た
、
比
較
的
安
定

し
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
、
一
九

九
八
年
の
民
主
化
以
後
の
選
挙
に
混
乱

が
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

権
威
主
義
体
制
期
に
選
挙
管
理
委
員

会
に
権
力
者
に
よ
る
介
入
が
進
め
ら
れ

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
民
主
化
後
、
公

平
公
正
な
選
挙
の
確
立
は
民
間
の
監
視

に
依
存
す
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
に
も
限
界
が
あ
っ
た
。
二
〇

一
〇
年
以
降
に
選
挙
プ
ロ
セ
ス
・
ス
コ

ア
の
改
善
が
見
ら
れ
た
の
は
、
票
の
集

計
過
程
に
お
け
る
不
正
操
作
を
困
難
に

す
る
よ
う
な
電
子
投
票
、
自
動
集
計
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
る
。
た

だ
し
、
集
計
過
程
で
の
不
正
が
無
く

な
っ
た
と
し
て
も
、
従
来
か
ら
存
在
す

る
よ
う
な
買
収
、
暴
力
に
よ
る
脅
迫
と

い
っ
た
選
挙
不
正
を
根
絶
す
る
の
は
難

し
い
。

　

一
九
九
七
年
憲
法
の
制
定
で
民
主
主

義
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
し
た
タ
イ
で

は
、
新
し
い
政
治
制
度
の
下
、
政
治
対

立
の
二
極
化
が
進
行
し
た
。
権
力
を
め

ぐ
る
競
争
が
激
化
す
る
な
か
で
、
こ
の

一
九
九
七
年
憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ

た
選
挙
管
理
委
員
会
は
強
力
な
権
限
を

持
つ
が
ゆ
え
に
政
治
競
争
に
深
く
巻
き

込
ま
れ
、
権
力
者
に
よ
る
党
派
的
支
配

が
強
化
さ
れ
た
。
議
会
の
多
数
派
を
掌

握
し
た
タ
ク
シ
ン
政
権
下
で
は
タ
ク
シ

ン
系
の
委
員
が
、
ま
た
、
タ
ク
シ
ン
が

権
力
か
ら
放
逐
さ
れ
る
過
程
で
は
、
反

タ
ク
シ
ン
系
の
委
員
が
選
挙
管
理
委
員

会
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
選
挙
プ

ロ
セ
ス
・
ス
コ
ア
が
二
〇
〇
六
年
に
大

き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
の
は
、
タ
ク
シ

ン
追
放
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
が
あ
っ
た
こ

と
を
反
映
し
て
い
る
。

　

民
主
化
直
後
、
独
立
し
た
選
挙
管
理

委
員
会
を
設
置
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
、
政
党
代
表
を
選
挙
管
理
委
員
会
の

委
員
に
加
え
、
選
挙
の
正
統
性
を
高
め

よ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一

九
九
九
年
の
選
挙
で
政
党
代
表
た
ち
の

党
派
的
行
動
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
加
え
て
、
選
挙
管
理
委
員
会

の
組
織
ぐ
る
み
の
汚
職
事
件
も
あ
り
、

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
党
派
性
の
徹
底

的
排
除
、
裁
量
の
制
限
と
い
う
方
向
で

改
革
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
改
革
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ア
に

も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
公
平
さ
、
公

正
さ
は
か
な
り
高
い
レ
ベ
ル
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

方
で
、
選
挙
実
務
に
通
じ
た
人
材
が
選

挙
管
理
委
員
会
に
不
足
し
、
ま
た
予
算

執
行
へ
の
制
約
も
あ
り
、
広
大
な
国

土
、
多
く
の
人
口
を
対
象
と
す
る
選
挙

の
管
理
運
営
業
務
に
滞
り
が
発
生
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
国
々
の
選
挙
管
理
委
員
会

の
特
徴
は
、
政
治
勢
力
の
配
置
と
競
争

の
程
度
、
そ
し
て
、
権
力
の
生
み
出
す

利
得
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
選
挙
管
理
委
員
会
、
あ

る
い
は
そ
れ
を
含
め
た
選
挙
管
理
シ
ス

テ
ム
の
特
徴
は
、
そ
の
制
度
設
計
を
す

る
こ
と
の
で
き
る
権
力
者
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
。
権
力
者
は
、
権
力
が
生
み

出
す
利
得
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど

権
力
維
持
を
狙
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
、
権
力
の
利
得
が
高
く
、
競
争
が
激

し
け
れ
ば
激
し
い
ほ
ど
、
権
力
者
は
自

身
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
選
挙
管
理
シ

ス
テ
ム
、
す
な
わ
ち
、
権
力
者
が
選
挙

プ
ロ
セ
ス
に
介
入
し
や
す
い
も
の
を
作

ろ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持

つ
。
そ
う
し
た
場
合
、
選
挙
管
理
委
員

会
の
自
律
性
は
阻
害
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
一
方
、
権
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

利
得
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
、
あ
る
い

は
、
競
争
が
そ
れ
ほ
ど
激
し
く
な
く
権

力
者
が
勝
つ
見
込
み
が
高
い
、
と
い
っ

た
場
合
は
、
権
力
者
は
選
挙
管
理
シ
ス

テ
ム
へ
の
介
入
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

持
た
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
に
お
い

て
、
不
正
選
挙
に
対
す
る
市
民
あ
る
い

は
対
抗
勢
力
の
強
い
抗
議
行
動
が
見
込

ま
れ
る
な
ら
ば
、
権
力
者
は
自
律
的
な

選
挙
管
理
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
選
挙
の

公
平
、
公
正
さ
を
主
張
し
よ
う
と
す
る

だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
点
を
念
頭
に
、
以
下
で

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
つ
い
て
そ

の
特
徴
と
そ
れ
を
生
み
出
し
た
原
因
を

詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

●
民
間
へ
の
依
存
─
フ
ィ
リ
ピ
ン

　

東
南
ア
ジ
ア
で
最
も
早
く
選
挙
管
理

委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
の
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
植
民
地
統
治
時

代
か
ら
選
挙
を
実
施
し
て
い
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
は
、
一
九
三
五
年
に
制
定
さ
れ

インドネシアタイフィリピン

20122011201020092008200720062005

12

10

8

6

4

2

0

（出所） Freedom in the World のウェッブサイトに基づいて筆者作
成。年は評価の対象となっている年を表示。

図 1　�東南アジア 3カ国の選挙プロセス・�
スコアの推移
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た
自
治
憲
法
で
選
挙
管
理
委
員
会
設
置

が
規
定
さ
れ
、
一
九
四
六
年
の
独
立
を

経
て
、
そ
の
組
織
が
徐
々
に
整
え
ら
れ

て
い
っ
た
。

　

独
立
か
ら
一
九
七
二
年
の
権
威
主
義

体
制
成
立
ま
で
の
間
は
民
主
主
義
体
制

と
し
て
選
挙
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た

が
、
当
時
か
ら
選
挙
不
正
は
多
く
、
選

挙
管
理
委
員
会
が
十
分
に
不
正
の
取
り

締
ま
り
出
来
な
い
こ
と
が
問
題
と
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
選

挙
管
理
委
員
会
の
問
題
を
深
刻
な
も
の

に
し
た
の
は
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・

マ
ル
コ
ス
大
統
領
に
よ
る
権
威
主
義
体

制
で
あ
る
。
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
八

六
年
ま
で
続
い
た
こ
の
権
威
主
義
体
制

に
お
い
て
は
、
国
政
選
挙
と
し
て
は
議

会
選
挙
を
二
回
（
一
九
七
八
年
、
一
九

八
四
年
）、
大
統
領
選
挙
を
二
回
（
一

九
八
一
年
、
一
九
八
六
年
）
実
施
し

た
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
マ
ル
コ
ス

政
権
が
勝
利
す
る
結
果
と
な
っ
た
が
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
作
為
・
不
作

為
の
選
挙
不
正
（
有
権
者
名
簿
の
改
ざ

ん
、
集
計
操
作
、
政
権
側
の
買
収
・
暴

力
行
為
の
容
認
）
な
ど
が
行
わ
れ
た
と

さ
れ
る
。
一
九
八
六
年
の
大
統
領
選
挙

に
お
い
て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
集

計
担
当
職
員
が
不
正
操
作
の
強
要
に
抗

議
し
て
職
場
を
離
脱
す
る
と
い
う
事
件

ま
で
発
生
し
た
（W

u
rfel 1

9
8
8

）。

　

一
九
八
六
年
の
大
統
領
選
挙
で
の
マ

ル
コ
ス
政
権
に
よ
る
不
正
疑
惑
は
、
軍

の
離
反
、
民
衆
の
街
頭
で
の
抗
議
行
動

を
引
き
起
こ
し
、
民
主
化
を
進
め
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
選
挙
管
理
委
員

会
の
改
革
の
機
会
は
こ
の
と
き
に
あ
っ

た
が
、
当
時
の
コ
ラ
ソ
ン
・
ア
キ
ノ
大

統
領
に
任
命
さ
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
は
他
の
重
要
な
役
職
に
引
き
抜

か
れ
る
形
で
交
代
し
、
そ
の
後
の
二
人

の
委
員
長
も
交
代
な
ど
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
が
七
年
の
任
期
を
務
め
る
こ
と
な

く
、
そ
の
職
を
去
っ
た
。
い
ず
れ
も
高

潔
な
法
律
家
と
し
て
評
価
の
高
か
っ
た

委
員
長
た
ち
が
短
期
で
交
代
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
こ
と
で
、
選
挙
管
理
委
員

会
は
改
革
の
機
会
を
失
い
、
マ
ル
コ
ス

政
権
下
で
拡
大
し
た
汚
職
体
質
を
そ
の

ま
ま
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
（C

alim
-

b
ah

in
 2

0
0
9

）。

　

民
主
化
後
の
選
挙
で
は
、
買
収
、
脅

迫
に
よ
る
選
挙
不
正
、
選
挙
管
理
委
員

会
職
員
の
関
与
が
疑
わ
れ
る
票
の
集
計

操
作
が
継
続
し
、
ま
た
、
ジ
ョ
セ
フ
・

エ
ス
ト
ラ
ー
ダ
大
統
領
、
グ
ロ
リ
ア
・

マ
カ
パ
ガ
ル
・
ア
ロ
ヨ
大
統
領
と
、
自

ら
の
意
向
を
忠
実
に
反
映
す
る
人
物
た

ち
を
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
や
委

員
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

選
挙
関
連
の
不
正
は
大
統
領
を
巻
き
込

む
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
な
り
、
二
〇
〇
五

年
に
ア
ロ
ヨ
大
統
領
の
集
計
作
業
介
入

（
二
〇
〇
四
年
大
統
領
選
挙
に
関
し
て
）

を
指
示
す
る
電
話
会
話
が
公
に
な
り
、

二
〇
一
一
年
に
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
お
け

る
選
挙
へ
の
不
正
介
入
（
二
〇
〇
七
年

上
院
選
挙
に
関
し
て
）
を
理
由
に
ア
ロ

ヨ
前
大
統
領
が
逮
捕
さ
れ
る
ま
で
に

至
っ
た
。

　

制
度
の
生
み
出
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

か
ら
考
え
る
と
、
民
主
化
後
、
憲
法
上

再
選
禁
止
と
な
っ
た
大
統
領
は
、
選
挙

管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
は
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
持
た
ず
、
む
し
ろ
中
間
選
挙

に
お
け
る
介
入
の
機
会
を
目
論
む
。
全

国
区
一
二
名
連
記
で
選
ば
れ
る
上
院
議

員
は
不
正
を
行
え
る
ほ
ど
の
資
源
を
持

つ
候
補
と
そ
う
で
な
い
候
補
の
間
に
立

場
の
違
い
が
あ
る
。
下
院
議
員
は
地
方

小
選
挙
区
選
出
で
、
権
力
を
握
る
こ
と

は
そ
の
地
域
を
支
配
す
る
の
に
等
し

く
、
権
力
の
生
み
出
す
利
得
の
大
き
さ

が
選
挙
不
正
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高

め
る
。
こ
う
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
構

造
の
な
か
で
、
主
要
な
政
治
的
プ
レ
ー

ヤ
ー
い
ず
れ
も
選
挙
管
理
委
員
会
の
自

律
性
と
能
力
の
向
上
に
は
そ
れ
ほ
ど
前

向
き
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
の
改
革
が
順
調
に

進
ま
な
か
っ
た
中
で
、
民
主
化
後
の
選

挙
の
公
正
さ
を
確
保
す
る
機
能
を
期
待

さ
れ
た
の
が
市
民
団
体
に
よ
る
選
挙
監

視
だ
っ
た
。
も
と
も
と
、
ま
だ
権
威
主

義
体
制
が
誕
生
す
る
以
前
の
一
九
五
一

年
に
、
選
挙
管
理
委
員
会
を
助
け
選
挙

不
正
を
正
す
試
み
と
し
て
「
自
由
選
挙

の
た
め
の
国
民
運
動
」（N

A
M

F
R

E
L

）

が
設
立
さ
れ
て
い
た
が
、
マ
ル
コ
ス
政

権
下
で
実
施
さ
れ
た
一
九
八
四
年
国
民

議
会
選
挙
で
再
び
、
名
前
を
変
更
し
た

「
自
由
選
挙
の
た
め
の
全
国
市
民
運
動
」

（N
A
M

F
R

E
L

）
が
組
織
さ
れ
、
票
集

計
の
監
視
を
行
っ
た
。
一
九
八
六
年
の

大
統
領
選
挙
で
は
、
独
自
の
集
計
作
業

を
通
じ
て
反
政
権
の
ア
キ
ノ
候
補
の
優

勢
を
示
し
、
そ
の
後
の
ア
キ
ノ
政
権
成

立
に
際
し
て
民
主
化
の
正
統
性
を
支
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
実
績
を

背
景
に
、
民
主
化
後
の
選
挙
法
の
改
正

は
、
市
民
団
体
の
選
挙
監
視
を
選
挙
管

理
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て
公
式
に
組

み
込
む
方
向
で
進
め
ら
れ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｍ

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｌ
や
そ
の
他
の
市
民
団
体
、
そ

し
て
、
こ
う
し
た
市
民
団
体
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
は
、
選

挙
管
理
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な
部
分
を
担

う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

市
民
団
体
の
関
与
が
性
格
を
変
え
た

の
は
、
二
〇
一
〇
年
の
大
統
領
選
挙
、

議
会
選
挙
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た
自
動

集
計
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
集
計
作
業
に

お
け
る
不
正
は
一
九
九
五
年
の
中
間
選

挙
か
ら
大
き
な
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ

選挙管理システムの形成 ― 東南アジアの選挙管理委員会 ―
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る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
票
の
電
子
機
器
に

よ
る
読
み
取
り
と
自
動
集
計
の
シ
ス
テ

ム
が
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
二
〇
一
〇

年
の
選
挙
か
ら
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
市
民
団
体
が
担
っ

て
き
た
集
計
作
業
の
監
視
の
余
地
が
小

さ
く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
、
市
民
団
体

は
投
票
者
教
育
に
活
動
を
シ
フ
ト
し
て

い
っ
た
。

●
強
力
な
権
限
と
党
派
性
─
タ
イ

　

軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
と
民
政
の
サ
イ

ク
ル
を
繰
り
返
し
た
タ
イ
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
に
は

長
期
的
な
権
威
主
義
体
制
、
民
主
主
義

体
制
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
一
九
三
二

年
の
立
憲
革
命
以
来
、
選
挙
は
繰
り
返

し
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
八
〇
年

代
ま
で
は
首
相
は
民
選
議
員
以
外
か
ら

任
命
さ
れ
、
中
選
挙
区
連
記
制
と
い
う

選
挙
制
度
の
影
響
で
多
党
シ
ス
テ
ム
が

生
ま
れ
、
連
立
政
権
が
基
本
的
な
形
態

と
な
っ
た
。
選
挙
を
通
じ
て
権
力
を
獲

得
し
て
も
、
そ
の
権
力
が
生
み
出
す
利

得
は
相
対
的
に
制
限
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
が
一
変
し
た
の
が
一
九
九
七
年

憲
法
の
導
入
し
た
多
数
決
型
の
政
治
制

度
で
あ
る
。
多
数
決
型
の
政
治
制
度
と

は
、
選
挙
に
お
け
る
勝
者
が
す
べ
て
の

権
限
を
独
占
す
る
タ
イ
プ
の
制
度
で
、

少
数
派
が
そ
の
勢
力
の
大
き
さ
に
応
じ

て
一
定
程
度
権
力
に
参
画
で
き
る
合
意

型
の
政
治
制
度
と
対
比
さ
れ
る
制
度
で

あ
る
。
タ
イ
で
は
、
一
九
九
二
年
の
軍

と
市
民
の
衝
突
、
そ
し
て
、
そ
の
後
の

民
主
化
を
き
っ
か
け
に
、
憲
法
を
根
本

的
に
改
正
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま

れ
、
一
九
九
七
年
、
通
貨
危
機
の
直
後

に
新
し
い
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
憲
法
の
も
と
で
、
選
挙

制
度
に
は
小
選
挙
区
制
の
比
重
の
大
き

い
小
選
挙
区
・
比
例
代
表
並
立
性
が
採

用
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
政
党
の
数
が
少

な
く
な
り
、
単
独
で
議
会
多
数
派
を
占

め
る
政
党
が
出
現
す
る
可
能
性
が
高

ま
っ
た
。
さ
ら
に
首
相
の
地
位
も
強
化

さ
れ
、
権
力
の
生
み
出
す
利
得
は
格
段

に
大
き
く
な
っ
た
。

　

そ
う
し
た
政
治
制
度
の
変
更
と
と
も

に
、
も
う
一
方
で
、
一
九
九
七
年
憲
法

は
独
立
し
た
選
挙
管
理
委
員
会
を
設
置

し
、
こ
れ
ま
で
内
務
省
の
管
轄
下
に

あ
っ
た
選
挙
管
理
を
移
管
し
た
。
さ
ら

に
そ
れ
ま
で
内
務
省
が
保
持
し
て
い
た

権
限
に
比
べ
、
格
段
に
強
力
な
権
限
が

選
挙
管
理
委
員
会
に
与
え
ら
れ
た
。
選

挙
管
理
委
員
会
は
、
選
挙
不
正
の
疑
い

が
あ
る
だ
け
で
当
該
選
挙
区
の
選
挙
を

無
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
（
イ
エ
ロ
ー

カ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
）、
選
挙
不
正
が

明
確
に
確
認
さ
れ
た
候
補
者
に
は
再
選

挙
に
お
け
る
立
候
補
資
格
を
剥
奪
す
る

処
分
を
下
せ
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る

（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
）。
二
〇

〇
一
年
の
下
院
選
挙
で
は
六
二
の
選
挙

区
で
再
選
挙
が
命
じ
ら
れ
、
そ
の
再
選

挙
で
は
五
二
人
が
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
を
受

け
て
立
候
補
で
き
な
か
っ
た
と
さ
れ
る

（K
okpol 2

0
0
2

）。
タ
イ
で
は
、
票
買

人
（
フ
ア
カ
ネ
ー
ン
）
が
介
在
し
た
票

の
買
収
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
取
締
り
が
選
挙
管
理
委
員
会

に
と
っ
て
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

　

多
数
決
型
の
政
治
制
度
は
、
二
〇
〇

一
年
の
選
挙
で
下
院
過
半
数
に
迫
る
大

勝
を
し
て
政
権
を
獲
得
し
た
タ
ク
シ
ン

政
権
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
後
、
小
党
を
吸
収
す
る
こ
と
で
大
き

な
勢
力
を
確
保
し
た
タ
ク
シ
ン
首
相

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
強
い
勢
力
を
議

会
に
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
選

挙
管
理
委
員
会
へ
の
影
響
力
拡
大
と
し

て
も
現
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
の
選
挙
後

の
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
の
交
代
に

際
し
、
自
ら
に
近
い
人
物
を
選
挙
管
理

委
員
会
の
委
員
と
し
て
据
え
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

強
め
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
（C

h
am

-

b
ers 2

0
0
6

）。
こ
の
よ
う
に
、
タ
ク

シ
ン
政
権
の
党
派
性
を
高
め
た
選
挙
管

理
委
員
会
の
も
と
で
二
〇
〇
五
年
選
挙

が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
五
年
の
下
院
選
挙
で
は
、
タ

ク
シ
ン
首
相
の
政
党
タ
イ
ラ
ッ
ク
タ
イ

党
が
議
席
の
四
分
の
三
を
獲
得
す
る
勢

い
で
、
圧
倒
的
な
政
治
的
影
響
力
を
掌

握
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
様
々
な

不
正
疑
惑
か
ら
タ
ク
シ
ン
首
相
に
対
す

る
辞
任
要
求
運
動
が
高
ま
り
、
タ
ク
シ

ン
首
相
は
事
態
打
開
を
目
論
ん
で
二
〇

〇
六
年
に
下
院
選
挙
を
再
び
実
施
し

た
。
こ
の
選
挙
は
政
治
変
動
の
始
ま
り

で
あ
っ
た
と
も
に
、
選
挙
管
理
委
員
会

の
党
派
性
の
転
換
の
き
っ
か
け
と
も

な
っ
た
。
選
挙
結
果
が
確
定
し
な
い
選

挙
区
が
発
生
し
、
再
選
挙
の
実
施
を
め

ぐ
っ
て
、
反
タ
ク
シ
ン
的
傾
向
を
持
つ

憲
法
裁
判
所
や
最
高
裁
判
所
な
ど
と
、

選
挙
管
理
委
員
会
は
対
立
状
況
に
陥
っ

た
。
そ
の
結
果
、
憲
法
裁
判
所
は
こ
の

選
挙
の
無
効
を
決
定
し
、
ま
た
、
再
選

挙
を
そ
の
当
時
の
選
挙
管
理
委
員
会
の

管
理
の
も
と
で
行
う
と
再
び
問
題
が
発

生
す
る
と
し
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
の
辞
任
を
勧
告
し
た
。
辞
任
勧
告
に

委
員
た
ち
が
抵
抗
す
る
と
、
選
挙
管
理

委
員
会
が
タ
ク
シ
ン
系
候
補
に
違
法
な

便
宜
供
与
を
図
っ
た
と
す
る
刑
事
告
発

が
刑
事
裁
判
所
に
受
理
さ
れ
、
委
員
た

ち
に
実
刑
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
委

員
が
解
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ほ
ど
な

く
ク
ー
デ
タ
が
起
こ
り
タ
ク
シ
ン
首
相
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は
権
力
の
座
か
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
の
後
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

に
は
、
諸
裁
判
所
の
意
向
を
受
け
た
元

最
高
裁
長
官
ら
が
就
任
し
、
反
タ
ク
シ

ン
政
権
の
色
彩
が
強
ま
っ
た
。
新
し
い

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
二
〇
〇
七
年
の

下
院
選
挙
に
お
い
て
タ
ク
シ
ン
元
首
相

系
の
人
民
の
力
党
候
補
者
に
イ
エ
ロ
ー

カ
ー
ド
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
を
多
く
出
す

こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
優
勢
だ
っ

た
人
民
の
力
党
の
当
選
者
数
が
減
少
し

て
、
民
主
党
の
獲
得
議
席
と
拮
抗
す
る

こ
と
に
な
っ
た
（O

ckey 2
0
0
8

）。

　

こ
う
し
た
選
挙
管
理
委
員
会
の
党
派

性
は
一
般
市
民
に
も
認
識
さ
れ
て
い
る

と
い
う
世
論
調
査
の
結
果
が
出
て
い

る
。
ア
ジ
ア
財
団
が
二
〇
〇
九
年
に

行
っ
た
世
論
調
査
で
は
、
回
答
者
の
実

に
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
選
挙
管
理
委
員

会
に
は
政
治
的
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て

い
る
と
回
答
し
て
い
る
（T

h
e A

sia 

F
o
u
n
d
atio

n
 2

0
0
9

）。

●�

党
派
性
排
除
と
選
挙
管
理
能
力
─

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　

ス
ハ
ル
ト
大
統
領
に
よ
る
長
期
の
権

威
主
義
体
制
の
も
と
に
置
か
れ
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
は
、
一
九
九
八
年
の
民
主

化
と
と
も
に
、
一
九
九
九
年
の
選
挙
法

に
よ
っ
て
、
独
立
し
た
選
挙
管
理
委
員

会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

民
主
化
直
後
の
制
度
設
計
は
、
政
府

委
員
五
名
と
政
党
代
表
四
八
人
が
選
挙

管
理
委
員
会
を
構
成
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
政
党
代
表
者
が
選
挙
管
理

に
参
加
す
る
こ
と
で
選
挙
の
正
統
性
確

保
が
図
ら
れ
る
と
見
込
ま
れ
、
ま
た
、

ス
ハ
ル
ト
権
威
主
義
体
制
が
、
軍
、
官

僚
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
並
立
し
て
、
選

挙
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
政

権
基
盤
を
固
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
政

府
に
よ
る
選
挙
へ
の
介
入
を
排
除
す
る

た
め
に
も
、
政
党
の
選
挙
監
視
に
期
待

す
る
動
き
が
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
政
党
代
表
の
参
加

は
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
。
一
九
九

九
年
に
実
施
さ
れ
た
民
主
化
後
初
め
て

の
議
会
選
挙
で
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

の
政
党
代
表
委
員
た
ち
は
自
政
党
の
勢

力
拡
大
の
た
め
積
極
的
に
選
挙
運
動
に

関
与
し
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
機
能
は

大
き
く
損
な
わ
れ
た
。
こ
の
経
験
が
、

そ
の
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
選

挙
管
理
委
員
会
の
特
徴
を
決
め
る
大
き

な
要
因
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
党
派
性

を
極
力
排
除
す
る
方
向
で
選
挙
管
理
委

員
会
を
構
成
す
る
こ
と
が
、
選
挙
管
理

シ
ス
テ
ム
形
成
に
お
け
る
目
標
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
政
府
が
任
命
す

る
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
存
在
も
、

政
府
の
選
挙
監
督
と
い
う
意
味
合
い
が

強
く
、
こ
れ
も
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
民
主
化
後
の
第
一
回
選
挙
の

翌
年
、
二
〇
〇
〇
年
に
改
正
さ
れ
た
選

挙
法
で
は
、
政
府
委
員
の
廃
止
、
政
党

代
表
委
員
の
廃
止
、
党
派
に
属
さ
な
い

委
員
一
一
人
よ
る
選
挙
管
理
委
員
会
の

構
成
な
ど
が
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
の
選
出
に
国
民
議
会

の
常
任
委
員
会
が
関
与
す
る
仕
組
み
を

作
っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
選
挙
管
理
委
員
会
の
形

成
に
影
響
を
与
え
る
事
件
は
、
二
〇
〇

四
年
選
挙
に
関
わ
る
選
挙
管
理
委
員
会

ぐ
る
み
の
裏
金
作
り
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で

あ
る
。
機
材
納
入
業
者
か
ら
の
調
達
に

関
わ
っ
て
裏
金
が
確
保
さ
れ
、
財
務
省

や
国
会
対
策
費
と
し
て
、
さ
ら
に
は
選

挙
管
理
委
員
会
の
委
員
た
ち
の
私
的
利

用
の
た
め
に
使
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ

の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
明
る
み
に
出
た
結

果
、
二
〇
〇
五
年
に
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
と
委
員
、
合
わ
せ
て
二
人
が
有

罪
判
決
を
受
け
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ

の
汚
職
事
件
は
選
挙
管
理
委
員
会
の
会

計
管
理
の
手
続
き
は
厳
格
に
制
限
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
う
ひ

と
つ
の
制
度
形
成
の
方
向
性
を
生
み
出

す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
の
党
派
性
排
除
、

支
出
手
続
き
の
厳
格
化
は
、
二
〇
〇
七

年
の
選
挙
実
施
機
関
法
の
制
定
で
一
層

進
め
ら
れ
る
。
選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
の
政
党
所
属
・
政
府
兼
職
の
禁
止
に

加
え
て
、
委
員
選
出
を
大
統
領
が
設
置

す
る
選
考
委
員
会
が
最
初
の
候
補
者
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

合
わ
せ
て
、
委
員
の
人
数
も
七
名
に
変

更
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
選
挙
実
施
機

関
法
は
、
選
挙
管
理
シ
ス
テ
ム
の
機
能

分
化
を
進
め
た
。
選
挙
管
理
委
員
会
の

他
に
、
選
挙
監
視
を
専
門
と
す
る
組
織

と
し
て
選
挙
監
視
委
員
会
の
権
限
・
機

能
と
選
挙
管
理
委
員
会
と
選
挙
監
視
委

員
会
双
方
の
委
員
の
解
任
手
続
き
に
お

け
る
検
証
作
業
を
行
う
選
挙
倫
理
委
員

会
の
権
限
・
機
能
を
大
幅
に
強
化
し

た
。
選
挙
管
理
シ
ス
テ
ム
の
権
限
・
機

能
を
異
な
る
組
織
に
分
け
、
そ
れ
を
も

監
視
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
構
造
が

作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
選
挙
管
理
シ
ス
テ
ム
の
設

計
は
、
党
派
性
の
排
除
、
汚
職
の
防
止

と
い
う
点
で
効
果
を
挙
げ
た
が
、
一
方

で
い
く
つ
か
の
問
題
も
生
み
出
す
こ
と

に
な
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
政
府
と
政
党

か
ら
の
独
立
を
厳
密
に
す
る
流
れ
の
延

長
で
、
選
挙
管
理
実
務
に
疎
い
人
々
が

選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
と
し
て
就
任

す
る
傾
向
を
作
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
支

出
手
続
き
の
柔
軟
性
の
制
限
が
有
権
者

リ
ス
ト
の
更
新
な
ど
選
挙
管
理
業
務
の

停
滞
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。

選挙管理システムの形成 ― 東南アジアの選挙管理委員会 ―
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こ
う
し
た
問
題
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
い
う
広
大
な
国
土
、
多
く
の
人
口
を

抱
え
る
と
い
う
物
理
的
な
事
情
、
ま

た
、
選
挙
ご
と
に
異
な
る
選
挙
制
度
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
（
拘
束
名
簿
式
議
会

選
挙
・
大
統
領
間
接
選
挙
、
限
定
的
非

拘
束
名
簿
式
議
会
選
挙
・
大
統
領
直
接

選
挙
、
完
全
非
拘
束
名
簿
式
議
会
選

挙
・
大
統
領
直
接
選
挙
）、
さ
ら
に
、

二
〇
〇
九
年
選
挙
で
は
、
選
挙
間
近
に

投
票
方
法
の
変
更
（
限
定
的
非
拘
束
名

簿
式
か
ら
完
全
非
拘
束
名
簿
式
）
を
認

め
る
憲
法
裁
判
所
の
判
決
が
出
る
と

い
っ
た
選
挙
管
理
シ
ス
テ
ム
に
過
大
な

負
担
と
混
乱
を
も
た
ら
す
状
況
の
も
と

で
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
機
能
低
下
を

招
い
た
と
さ
れ
る
。

●
お
わ
り
に

　

権
威
主
義
体
制
に
形
成
さ
れ
た
選
挙

管
理
委
員
会
へ
の
政
治
介
入
と
選
挙
監

視
に
お
け
る
市
民
団
体
へ
の
依
存
、
多

数
決
型
の
政
治
制
度
導
入
に
よ
る
権
力

の
利
得
の
増
大
と
選
挙
管
理
委
員
会
の

権
限
強
化
が
生
み
出
し
た
選
挙
管
理
委

員
会
の
党
派
的
支
配
、
そ
し
て
、
中
立

性
と
汚
職
防
止
を
追
求
す
る
な
か
で
生

じ
る
選
挙
管
理
の
行
政
コ
ス
ト
と
運
営

能
力
の
問
題
、
と
い
う
よ
う
に
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、

同
じ
東
南
ア
ジ
ア
に
あ
っ
て
、
そ
の
選

挙
管
理
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
は
際
立
っ

た
差
異
、
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
差
異
は
、
政
治
勢
力
の
配
置
、
競

争
の
あ
り
方
、
権
力
の
生
み
出
す
利
得

と
い
っ
た
も
の
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て

い
る
。
民
主
化
後
の
選
挙
回
数
を
数
え

て
み
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
四
回
の
総

選
挙
と
五
回
の
中
間
選
挙
、
タ
イ
は
一

九
九
七
年
憲
法
下
で
四
回
の
下
院
選

挙
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
三
回
の
総
選
挙

を
経
験
し
て
き
た
。
今
後
、
選
挙
を
繰

り
返
す
な
か
で
、
各
国
の
選
挙
管
理
シ

ス
テ
ム
は
中
立
性
と
能
力
を
高
め
て
、

「
空
気
」
の
よ
う
な
存
在
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
今
の

姿
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
い
わ
ば

均
衡
で
あ
っ
て
、
大
き
な
外
的
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
が
な
け
れ
ば
変
化
し
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
カ
ギ
と
な
る
の

は
政
党
シ
ス
テ
ム
の
制
度
化
で
あ
ろ

う
。
政
党
シ
ス
テ
ム
が
安
定
化
し
、
政

治
的
競
争
が
一
定
程
度
の
見
込
み
の
な

か
で
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
、
選
挙
管
理
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に

影
響
を
与
え
、
ま
た
、
逆
に
、
選
挙
管

理
シ
ス
テ
ム
の
安
定
が
、
政
治
的
競
争

の
安
定
に
つ
な
が
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。
そ
う
し
た
正
の
相
互
作
用
が
生
ま

れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

＊
本
稿
に
関
わ
る
現
地
調
査
、
資
料

収
集
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
の
同
僚
で
あ
る
重
冨
真
一
、
川
村
晃

一
の
両
氏
に
多
大
な
ご
助
力
を
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
本
稿
草
稿
に
つ
い
て
も

両
氏
か
ら
は
丁
寧
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
な

お
、
本
研
究
は
科
研
費2

3
2
4
3
0
2
2

「
選
挙
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
比
較
研
究
」（
基

盤
Ａ
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
か
わ
な
か　

た
け
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

東
南
ア
ジ
ア
Ⅰ
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴ 

政
府
の
執
政
長
官
お
よ
び
国
政
レ
ベ

ル
の
議
会
議
員
の
選
出
プ
ロ
セ
ス
が

自
由
で
公
正
で
あ
る
か
否
か
、
さ
ら

に
選
挙
法
と
選
挙
シ
ス
テ
ム
全
体
が

公
正
で
あ
る
か
、
と
い
っ
た
基
準

で
、
〇
か
ら
一
二
の
間
で
ス
コ
ア
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
選
挙
プ
ロ
セ
ス

が
最
も
自
由
で
公
正
な
場
合
一
二
の

ス
コ
ア
が
つ
く
。
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